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平
成
26
年
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
28
日
に
開
会
し
、
12
月
５
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
議
案
15
件
、
諮
問
１
件
、
報
告
１
件
が
提

出
さ
れ
、
監
査
委
員
か
ら
報
告
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
か

ら
選
挙
２
件
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
議
案
第
１
号
「
高
石
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
５
案
件
は
福
祉
土
木
委
員
会
へ
、
議
案
第

５
号
「
高
石
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
３
案
件
は
総
務
文
教
委
員
会
へ
、
議
案
第
６
号
「
専

決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
平
成
26
年
度
高
石
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）」
な

ど
７
案
件
は
予
算
委
員
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
付
託
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
委
員
会
に
お
い
て
慎
重

審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
可
決
等
し
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
本
会
審
議
と

な
り
ま
し
た
案
件
と
と
も
に
、
本
会
議
に
お
い
て
も
可
決
等
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
案
第
11
号
「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」
は
、
総
務
文
教
委
員
会
及
び
本
会
議
に

お
い
て
、
議
案
第
12
号
「
平
成
26
年
度
高
石
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」
に
つ

い
て
は
、
予
算
委
員
会
及
び
本
会
議
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
修
正
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
案
さ
れ
ま
し
た
議
案
第
16
号
「『
女
性
が
輝
く
社
会
』
の

実
現
に
関
す
る
意
見
書
」
及
び
議
案
第
17
号
「
地
域
の
中
小
企
業
振
興
策
を

求
め
る
意
見
書
」（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
い
ず
れ

も
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
３
ペ
ー
ジ
の
議
決
結
果
一
覧
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

写真：１月12日にアプラホールで行われた成人式。今年は市内で590名が新成人
となりました。
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【
政
策
推
進
関
係
】

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
に
つ
い
て

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴
う
個
人
情
報

の
独
自
利
用
に
つ
い
て

○
定
住
意
欲
を
図
る
た
め
の
若
者
の
雇
用
創
出
に

つ
い
て

○
高
齢
化
率
の
市
内
地
域
間
格
差
に
伴
う
対
策
に

つ
い
て

【
総
務
関
係
】

○
情
報
公
開
に
お
け
る
条
例
の
解
釈
と
市
の
対
応

に
つ
い
て

○
情
報
公
開
す
る
場
合
の
紙
以
外
の
媒
体
の
対
応

に
つ
い
て

○
情
報
公
開
の
異
議
申
し
立
て
に
お
け
る
弁
明
書

に
対
す
る
反
論
書
の
提
出
期
限
に
つ
い
て

○
市
が
保
有
し
未
利
用
と
な
っ
て
い
る
公
有
財
産

の
利
活
用
に
つ
い
て

○
市
立
体
育
館
閉
鎖
後
の
利
活
用
に
つ
い
て

○
一
部
従
量
制
に
よ
る
普
通
ご
み
の
有
料
化
に
お

け
る
ご
み
運
搬
業
者
と
の
契
約
に
つ
い
て

○
資
源
ご
み
の
分
別
回
収
に
お
け
る
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
方
式
の
導
入
に
つ
い
て

○
消
防
団
の
団
員
数
と
活
動
内
容
等
に
つ
い
て

○
消
防
分
団
の
連
携
強
化
に
お
け
る
活
動
拠
点
の

重
要
性
に
つ
い
て

○
消
防
団
員
の
訓
練
場
所
の
整
備
に
つ
い
て

○
消
防
団
員
の
活
動
訓
練
の
広
報
に
つ
い
て

○
総
合
避
難
訓
練
に
お
け
る
防
災
行
政
無
線
を
活

用
し
た
放
送
に
つ
い
て

○
総
合
避
難
訓
練
を
終
え
て
の
反
省
点
や
改
善
点

に
つ
い
て

○
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
の
登
録
者
数
と
周
知
に

つ
い
て

○
発
災
対
応
型
防
災
訓
練
の
検
討
に
つ
い
て

○
発
災
時
の
通
信
手
段
と
し
て
の
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
所
持

に
つ
い
て

○
野
良
猫
対
策
に
関
す
る
条
例
制
定
の
検
討
に
つ

い
て

○
王
子
川
と
芦
田
川
の
水
門
の
開
閉
に
つ
い
て

【
保
健
福
祉
関
係
】

○
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
公
表
に
つ

い
て

○
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
次
回
の
開
催
予
定
に

つ
い
て

○
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
施
行
に
伴
う

条
例
改
正
や
制
定
に
つ
い
て

○
私
立
保
育
所
等
の
利
用
者
負
担
額
を
規
則
で
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
保
育
所
等
の
入
所
申
請
の
状
況
に
つ
い
て

○
高
石
市
保
育
実
施
条
例
の
見
直
し
に
つ
い
て

○
「
こ
ど
も
の
医
療
費
」
な
ど
条
例
名
を
平
仮
名

表
記
す
る
理
由
に
つ
い
て

○
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
児
童
発
達
支
援
の

施
設
数
の
推
移
に
つ
い
て

○
高
齢
者
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
う
今
後
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
展
開
に
つ
い
て

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
が
定
め

た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
つ
い
て

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
に
な
ら
な
い
方
々
の
支

援
に
つ
い
て

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
に
と
っ
て
理
解
し
や
す

い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

○
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
付
数
や
対
象
等
に

つ
い
て

○
認
知
症
対
策
に
お
け
る
実
践
訓
練
の
実
施
に
つ

い
て

○
認
知
症
の
悪
化
を
防
ぐ
対
策
や
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て

○
認
定
期
間
中
に
要
介
護
度
の
変
更
が
生
じ
た
場

合
の
対
応
に
つ
い
て

○
要
支
援
・
要
介
護
認
定
の
判
定
方
法
に
つ
い
て

○
健
幸
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
お
け
る
歩
数
計
の
装
着

に
つ
い
て

○
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
複
合
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
の
契
約
内
容
と
事
業
報
告
の
精
査
に
つ
い
て

○
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

【
土
木
関
係
】

○
空
き
家
対
策
に
お
け
る
老
朽
家
屋
等
の
除
去
や

固
定
資
産
税
の
特
例
制
度
に
つ
い
て

○
空
き
家
等
対
策
特
別
措
置
法
の
成
立
に
伴
い
空

き
家
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

○
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
制
定
に
お
け
る
宅
建
業

者
と
の
契
約
提
携
に
つ
い
て

○
富
木
地
区
の
国
鉄
清
算
事
業
団
用
地
の
売
却
と

そ
れ
に
伴
う
地
元
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

○
富
木
駅
周
辺
整
備
計
画
推
進
協
議
会
の
開
催
に

つ
い
て

○
富
木
駅
周
辺
等
の
開
発
に
つ
い
て

○
羽
衣
駅
前
再
開
発
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

○
Ｊ
Ｒ
東
羽
衣
駅
北
用
地
の
売
却
に
つ
い
て

○
高
師
浜
自
転
車
駐
輪
場
と
エ
コ
サ
イ
ク
ル
事
業

に
つ
い
て

○
南
海
中
央
線
自
転
車
専
用
道
の
工
事
と
広
報
に

つ
い
て

○
南
海
中
央
線
自
転
車
専
用
道
の
工
事
契
約
金
額

の
削
減
理
由
に
つ
い
て

○
南
海
中
央
線
自
転
車
専
用
道
の
工
事
に
伴
う
地

車
連
合
会
等
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て

○
南
海
本
線
高
架
化
工
事
の
完
成
時
期
に
つ
い
て

○
南
海
中
央
線
で
の
建
物
等
の
解
体
工
事
に
お
け

る
安
全
対
策
と
事
故
報
告
に
つ
い
て

○
南
海
中
央
線
加
茂
地
区
の
信
号
機
の
設
置
に
つ

い
て

○
南
海
中
央
線
の
泉
大
津
市
と
の
境
界
に
お
け
る

警
察
の
管
轄
に
つ
い
て

○
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

○
ア
プ
ラ
た
か
い
し
の
障
が
い
者
用
駐
車
場
に
つ

い
て

○
生
活
交
通
の
確
保
に
お
け
る
デ
マ
ン
ド
交
通
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

【
教
育
関
係
】

○
中
学
校
給
食
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
「
よ
り
よ

い
中
学
校
給
食
の
提
供
を
目
指
す
」
こ
と
に
つ

い
て

○
中
学
校
給
食
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
集
計
方
法

に
つ
い
て

○
中
学
校
給
食
に
お
け
る
各
校
で
の
味
付
け
の
違

い
と
そ
の
改
善
に
つ
い
て

○
中
学
校
給
食
に
お
け
る
栄
養
士
の
募
集
と
業
務

内
容
に
つ
い
て

○
中
学
校
給
食
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
お
け
る
児

童
や
保
護
者
の
意
見
の
反
映
と
調
査
の
継
続
に

つ
い
て

○
公
立
幼
稚
園
の
保
育
料
と
保
育
内
容
に
つ
い
て

○
公
立
幼
稚
園
の
保
育
料
を
据
え
置
く
こ
と
の
違

法
性
に
つ
い
て

○
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
に
基
づ
く

学
校
司
書
の
配
置
に
つ
い
て

○
学
力
向
上
大
作
戦
に
お
け
る
規
範
意
識
の
向
上

に
つ
い
て

○
小
学
校
で
の
学
習
支
援
の
実
施
に
つ
い
て

○
支
援
学
級
の
教
材
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

購
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て

○
学
童
保
育
と
子
ど
も
元
気
広
場
の
１
校
当
た
り

の
運
営
経
費
に
つ
い
て

○
子
ど
も
元
気
広
場
の
運
営
の
課
題
に
つ
い
て

○
学
校
と
学
童
保
育
の
先
生
の
連
絡
体
制
に
つ
い

て
○
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
の
推
進
に
つ
い
て

○
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

○
学
校
司
書
の
活
用
検
討
に
関
す
る
視
察
や
見
学

に
つ
い
て

○
指
定
管
理
者
か
ら
自
主
事
業
に
つ
い
て
の
施
設

の
利
用
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
に
つ
い
て

第
４
回
定
例
会
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■第４回定例会議決結果一覧表■ ■各常任委員会審査結果報告■
議案番号 件　　　　　　　名 議決年月日 結　　果
議　 案
第１号

高石市国民健康保険条例の一部
を改正する条例制定について

【26.11.28 福祉土木委員会付託】
26.12.4 可　　決

議　 案
第２号

高石市老人の医療費の助成に関
する条例の一部を改正する条例
制定について

【26.11.28 福祉土木委員会付託】
26.12.4 可　　決

議　 案
第３号

高石市乳幼児等の医療費の助成
に関する条例の一部を改正する
条例制定について

【26.11.28 福祉土木委員会付託】
26.12.4 可　　決

議　 案
第４号

高石市あおぞら児童会条例の一
部を改正する条例制定について

【26.11.28 福祉土木委員会付託】
26.12.4 可　　決

議　 案
第５号

高石市消防団員等公務災害補償
条例の一部を改正する条例制定
について

【26.11.28 総務文教委員会付託】
26.12.4 可　　決

議　 案
第６号

専決処分の報告について（平成
26年度高石市一般会計補正予算）

【26.11.28 予算委員会付託】
26.12.4 承　　認

議　 案
第７号

平成26年度高石市一般会計補正
予算

【26.11.28 予算委員会付託】
26.12.4 可　　決

議　 案
第８号

平成26年度高石市介護保険特別
会計補正予算

【26.11.28 予算委員会付託】
26.12.4 可　　決

議　 案
第９号

指定管理者の指定について（高
石市立老人福祉センター）

【26.11.28 福祉土木委員会付託】
26.12.4 可　　決

議　 案
第10号 工事請負契約の変更について 【26.11.28 総務文教委員会付託】

26.12.4 可　　決

議　 案
第11号

一般職の職員の給与に関する条
例等の一部を改正する条例制定
について

【26.12.1 総務文教委員会付託】
26.12.4 可決(賛成多数)

修正動議　一般職の職員の給与
に関する条例等の一部を改正す
る条例に対する修正案

26.12.4 否     決
（賛成少数）

議　 案
第12号

平成26年度高石市一般会計補正
予算

【26.12.1 予算委員会付託】
26.12.4 可決（賛成多数）

修正動議　平成26年度高石市一
般会計補正予算に対する修正案 26.12.4 否     決

（賛成少数）
議　 案
第13号

平成26年度高石市公共下水道事
業特別会計補正予算

【26.12.1 予算委員会付託】
26.12.4 可　　決

議　 案
第14号

平成26年度高石市介護保険特別
会計補正予算

【26.12.1 予算委員会付託】
26.12.4 可　　決

議　 案
第15号

平成26年度高石市水道事業会計
補正予算

【26.12.1 予算委員会付託】
26.12.4 可　　決

議　 案
第16号

「女性が輝く社会」の実現に関
する意見書 26.12.4 可　　決

議　 案
第17号

地域の中小企業振興策を求める
意見書 26.12.4 可　　決

諮　 問
第１号

人権擁護委員の候補者の推薦に
ついて 26.11.28  異議ない旨

答   　申
選　 挙
第１号 選挙管理委員の選挙 26.12.4 選　　挙

選　 挙
第２号 選挙管理委員補充員の選挙 26.12.4 選　　挙

報　 告
第１号 寄附金収受の報告について 26.11.28 報　　告

監査委員
報告第１号 例月現金出納検査結果報告 26.11.28 報　　告

諸報告 26.12.4 報　　告

一般質問 26.12.4
26.12.5

福祉土木委員会審査結果報告(要旨)
　第４回定例会１日目において、福祉土木委員会へ付託された
議案第１号「高石市国民健康保険条例の一部を改正する条例制
定について」など５案件については、11月28日に慎重審査を行
い、議案第１号から議案第４号まで及び議案第９号は全会一致
でいずれも「可決すべき」との結論に達しました。
　以上の審査結果については、定例会３日目（12月４日）に松
尾京子委員長から議会へ報告がありました。

総務文教委員会審査結果報告(要旨)
　第４回定例会１日目及び２日目において、総務文教委員会へ
付託された議案第５号「高石市消防団員等公務災害補償条例の
一部を改正する条例制定について」など３案件については、12
月１日に慎重審査を行い、議案第５号及び議案第10号は全会一
致でいずれも「可決すべき」との結論に達しました。
　また、議案第11号「一般職の職員の給与に関する条例等の一
部を改正する条例制定について」は修正案が提出されましたが、
賛成少数で否決となり、原案は賛成多数で「可決すべき」との
結論に達しました。
　以上の審査結果については、定例会３日目（12月４日）に森
博英委員長から議会へ報告がありました。

予算委員会審査結果報告(要旨)
　第４回定例会１日目及び２日目において、予算委員会へ付託
された議案第６号「専決処分の報告について（平成26年度高石
市一般会計補正予算）」など７案件については、12月２日に慎重
審査を行い、議案第６号は全会一致で「承認すべき」との結論
に達しました。
　また、議案第７号、議案第８号及び議案第13号から議案第15
号までの５案件は全会一致でいずれも「可決すべき」との結論
に達しました。
　なお、議案第12号「平成26年度高石市一般会計補正予算」は
修正案が提出されましたが、賛成少数で否決となり、原案は賛
成多数で「可決すべき」との結論に達しました。
　以上の審査結果については、定例会３日目（12月４日）に永
山誠委員長から議会へ報告がありました。
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（4）平成27年２月１日発行 たかいし議会だより

行 政視察高石市議会定例会の予定

★ 意 見 書 ★
　市議会では、第４回定例会において、次の意見書を可決し、
国会及び関係行政官庁へ送付しました。なお、会議の詳細につ
いては、会議録に掲載いたしております。会議録は、市役所２
階の行政資料コーナー又は市立図書館にてご覧いただけます。
また、高石市議会のホームページにも掲載しております。

地域の中小企業振興策を求める意見書
　本年の円相場は、１ドル＝100円前後で推移してきましたが、
８月以降急速に円安が進行し、10月１日には一時110円台と約
６年１カ月ぶりの水準を記録しました。
　このところの過度な円安によって、多くを輸入に頼るエネル
ギー、資源、食料品など幅広い分野で価格が押し上げられ、中
小企業の経営が悪化するなど深刻な影響が懸念されています。
　生産拠点の海外移転などで為替変動の影響を吸収できる大企
業と違い、中小企業の多くの経営現場は国内が中心です。その
ような中小企業の強固な経営基盤があるからこそ、多くの国内
雇用が守られているといえます。また、中小企業はコスト増を
販売価格に転嫁することが難しいことから、利益を削らざるを
得ず、企業努力の範疇を超えた厳しい事業環境に陥っていると
考えられます。
　このような過度な円安状況に対しては、政府・日銀が協調し
て為替の安定に努めることが重要であるとともに、政府・与党
が目指す地方創生を進めるためには、地域経済と雇用を支えて
いる中小企業の活性化策や振興策が欠かせません。
　よって、政府においては、地域の中小企業を守る以下の振興
策を強力に推進するよう求めます。

記
一、中小・小規模事業者が持つ技術・アイデアを製品化し、販

路開拓まで一貫支援するため、地域の公設試験場等と連
携した研究開発、中小企業基盤整備機構等と連携した販
路開拓など、切れ目の無い支援体制を構築すること

一、中小企業需要創生法によって、地域産業資源を活用した事
業活動を支援するため、消費者ニーズに沿った「ふるさ
と名物」の開発・販路開拓支援を通し、都市部や海外の
需要を大きく取り込むなど、地域発のビジネスモデル構
築に向けた積極的な支援を展開すること

一、地域の中小企業と人材をマッチングさせる地域人材バンク
の創設など人手不足の抜本的解消のための対策を講じる
こと

「女性が輝く社会」の実現に関する意見書
　政府は、女性の活躍を成長戦略の柱の一つと定め、「2020年
に指導的地位に占める女性の割合30％」との目標を掲げ、「女
性活躍担当相」を新設しました。
　また、臨時国会には「女性の活躍推進法案」を提出し、その
取り組みの推進を「国や地方自治体の責務」と位置づけ、仕事
と家庭の両立を図る環境整備などに向けた基本方針を国が策定
するとしました。そのうえで、国や地方自治体に加え従業員が
300人を超える企業・団体に対し、女性管理職の割合や女性の
採用比率、女性の勤続年数といった項目について状況把握・分
析し、改善すべき事項等に関しての数値目標を盛り込んだ行動
計画を定めて、これを公表することを義務付けることとしまし
た。加えて、国は公共工事の実施や物品の調達などにあたって、
女性の登用に積極的に取り組んでいる企業・団体への発注の機
会を増やすとしています。
　今後、わが国が世界で最も「女性が輝く社会」を実現してい
くためには、こうした取り組みを確実に進めつつ、一層加速化
していかねばなりません。
　よって、下記の事項について適切な措置を講じられるよう強
く要望いたします。

記
１．「2020年に指導的地位に占める女性の割合30%」との目標

について、民間に先駆けて政府、国会、地方自治体がよ
り早急に率先して取り組み、毎年その進捗状況について
公表すること

２．女性が幅広い分野で活躍できるよう、職場復帰等の支援や、
起業支援、在宅テレワークの推進など、女性が働きやす
い環境整備のための支援措置を創設すること

３．家庭生活と仕事を両立できるよう、育児・介護休業制度の
抜本的見直しや、子ども・子育て支援新制度、放課後子
ども総合プランを着実に実施し、同一労働にもかかわら
ず男女間に生じる賃金格差の実質的な解消のために必要
な措置を早急に講じること

４．働く女性が妊娠・出産を理由にした不利益な対応や嫌がら
せを受ける「マタニティー・ハラスメント（マタハラ）」
の撲滅に向け、企業などに対し、マタハラを防ぐ行動計
画の策定を義務付けること

５．子どもの医療や教育に係る財政的支援や、子育て世帯に対
する住宅支援など、子ども・子育て環境の充実に向けて
予算・税制を抜本的に見直すこと

６．「女性の健康の包括的支援法」の制定、女性特有の疾病予
防対策、不妊治療・不育症に対する助成の拡充など幅広
い支援を一層拡充すること

来 訪 日 市 　 名 調 査 項 目

10月22日 静 岡 県
三 島 市

一部従量制によるごみの
有料化について

定 例 会 名 年 月 日

平成27年 第１回定例会 平成27年２月24日～

平成26年10月以降、本市を行政視察された市は次のとおりです。
　平成26年度中における高石市議会定例会の今後の開催
予定は、次のとおりです。
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